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項  目 要  約 

１．研究開発の概要 本研究は、東京電力福島第一原子力発電所での事故以来、より一

層の安全性が求められている原子力施設の安全性向上に関する基

盤技術の強化・充実のための、高性能のシリコンカーバイト（以下

「SiC」という）に関する技術開発を行い、SiC 繊維強化 SiC 基複

合材料（以下「SiC/SiC」という）燃料被覆管の成立性を示す。こ

れによりナノ含浸遷移共晶相法（NITE 法）を用いた燃料被覆管等

炉心構造部材用 SiC/SiC の製造基盤技術を構築することを目的と

し、以下の研究開発を行う。 

１）SiC/SiC 燃料被覆管の製造と性能評価 

２）SiC/SiC 燃料被覆管のアッセンブリ技術開発 

３）SiC/SiC 燃料被覆管の耐環境性影響評価 

４）工学・安全設計 

２．総合評価 セラミック（SiC）燃料被覆管等の製造及び、セラミック燃料ピ

ン等の製造の実用化へ向けた基盤技術を確立させることは、原子炉

燃料の安全性向上にとり重要な研究課題である。 

事業は計画通り進捗しており、原子炉の安全性向上に関し、世界

をリードする成果が期待できる。今後は以下の項目に留意して研究

を完遂することを望む。 

１．SiC 燃料被覆管の構造健全性、化学的安定性、耐環境性に関す

る理論的根拠を明らかにすること。 

２．実用化までの考え方、方向性、解決すべき課題（どのような条

件で何を検討すべきか）を提示すること。 

３．世界的に注目されている素材であるため、情報の交換も必要で

ある。 

Ａ．期待以上もしくは期待通りの成果が見込め、継続すべきである。 

Ｂ．ほぼ期待通りの成果が見込め継続すべきであるが、計画の一部見直しが必要である。 

Ｃ．進捗に大きな遅れがあるなど、成果がほとんど見込めない。 
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